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入
道
雲

。
海
水
浴

。
ス
イ

カ
。

ア

ジ
サ

イ
、
夕
立

、
雷

、
セ

ミ
、

蛍
、
ト

ン

ボ
、

か
ぶ
と
む
し

、

か

た
つ

む
り
、
あ

め
ん

ぼ
、
ひ

が
ん

ば
な

、
チ

ョ
ウ
チ

ョ
、
（

チ
、

甲

子
園
野

球
…
…
。

八
月

に
な
る

と
、
浮
か
ん
で

く

る
言

葉

が
い
く

つ
か
あ
る
。

今

年

の
梅
雨
あ

け
は
、
八
月

一

日

と
遅
か
っ

た
。

梅
雨

が
あ
け

た
ら
、
こ
ん

ど
は

ヤ

マ
セ
。

「
暑

い
、
暑
い
」
と
音

を
上

げ

た
の
は
、

ほ
ん
の
数
日

だ
け
。

「
今
年
も

ヶ

ガ
ズ
だ
べ
が
」
と

凶

作
へ

の
不

安
感
を
つ

の
ら
せ

る

農
家

が
出

る
の
も
不

思
議

で
は
な

い
天

候
で
あ

る
。

王

松
海

水
浴

場
も
長

い
開
店
休

業
状
態

が
続

い
た
。

そ
ん

な
中

で
も

、
子

供
は
天
真

ら

ん
ま

ん
。

つ
か

の
間

の
夏

を
と
ら
え
て

水

遊

び
や
砂

遊

び
を
す

る
。

砂
の
塔
を
、
作
っ
て
は
こ
わ
し
、

こ

わ
し

て
は
作
る
。

あ
あ

、
子
供
達

の
夏

休
み
は

ど

う

だ
っ
た
の

だ
ろ
う

。



国

体

へ

挑

戦

ボ

ク

シ

ン

グ

の

中

川

さ

ん

第
四
十
一
回
青
森
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
が
、
六
月
三
日
か

ら
八
戸
市
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
、
青
森
市
が
会
場

と
な
っ
た
ボ
ク
シ
ン
グ
に
は
、
わ

が
蓬
田
村
か
ら
郷
沢
の
中
川
真
里

君
（
青
森
北
高
三
年
・
ま
さ
と
）

が
フ
ェ
ザ
ー
級
に
出
場
、
見
事
優

勝
し
青
森
県
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な

り
ま
し
た
。

真
里
君
は
、
こ
れ
を
受
け
て
先

広　報　よ　も　ぎ　た

頃

奈
良
県

で
開
催
さ

れ
た
全
国

高

等
学
校
総

合
体
育
大
会

（
イ

ン
タ

ー
（

イ

）
に
も
青
森
県
代

表
と
し

て
出
場
し

ま
し
た
。

初

の
全
国

大
会
挑
戦

は
三

回
戦

に
惜
し
く

も
敗
退
し
ま
し

た

が
、

そ
れ
に
し
て
も
立
派
な
成
績
で
す
。

真
里
君

は
、
本

紙
『
が
ん
ば
る
』

の

コ
ー
ナ

ー
第
一
回

に
登
場

い
た

だ
い
た
中
川
亮
一
郎

さ
ん
の
息
子

さ
ん
で
、

ボ
ク

シ
ン
グ
は

、
高
等

学

校
に
入
学
と
同
時

に
格
闘

技
が

力強いフアイテングポーズ

好
き
で
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
成
績
は
、
大
き
な

ヶ
ガ
が
な
か
っ
た
た
め
か
二
年
生

の
秋
か
ら
十
三
勝
四
敗
と
好
成
績

で
す
。

こ
の
競
技
は
減
量
が
つ
き
も
の

で
、
時
に
は
八
キ
ロ
も
の
体
重
を

落
す
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

「
苦
し
い
こ
と
は
乗
越
え
て
」

と
元
気
い
っ
ぱ
い
の
中
川
君
は
、

八
月
二
十
六
日
か
ら
福
島
県
で
開

催
さ
れ
る
東
北
ミ
ニ
国
体
に
も
出

場
予
定
で
、
今
、
調
整
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
ミ
ニ
国
体
に
は
、
今
ま
で

と
違
い
二
階
級
上
の
ラ
イ
ト
ウ
ェ

ル
タ
ー
級
で
出
場
す
る
こ
と
に
な

つ
て

い
ま

す

。

「
高

校
生

活
最

後

の
試
合

で
す

。

悔

い

の

な

い
よ

う

に

闘

い

ま

す

」

と

誓

っ

て

く

れ

ま

し

た

。

現
実

と

い
う

も
の

は
、

映
画

「

口

ッ

キ

ー

」

の

シ

ル

ベ

ス

タ

ー

・

ス

タ

ロ

ー

ン

の

よ

う

に

行

く

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が
、

最

後

ま

で

青

春

の

あ

り

っ

た

け

の
力

を

よ
り

し

ば
っ

た

フ
ァ

イ

ト

を

期

待
し

ま

す
。

ご
声

援

を

お

願

い
し

ま

す

。

全
国
大
会
で
も
頑
張
れ
！

蓬
中
　
藤
本
日
出
樹
く
ん

蓬

田
中
学

校
二

年

の
藤
本
日
出

樹
く
ん
は

、
六
月
に

蟹
田
町
で
開

催
さ

れ
た
束
郡

中
体

連
陸
上
男
子

百

メ
ー
ト

ル
で
十
二
秒

フ
ラ

ッ
ト

の
大
会
新
記
録
を
出
し
見
事
優
勝
、

七
月
二

十
二

日
か
ら
青

森
市
で
開

催

さ
れ
た
県
大

会
で
も

十
一
秒
四

（

第
二

位

）
を
出

し

、
め
で
た
く

全
国

大
会

へ
の
出
場
権

を
手

に
し

ま
し

た
。

今
、
日
出
樹

く
ん
は
八
月

十
八

日
か
ら
福
島
県
郡
山
市
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
に
向
け
て
猛
練
習

中
で
す
。

顧
問
の
藤
原
先
生
は
、
「
全
国

大
会
で
も
十
一
秒
四
を
出
す
と
決

勝
進
出
が
可
能
」
と
大
き
な
期
待

に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
が
皆
さ
ん
の
手
元
に

届
く
頃
に
は
結
果
が
出
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
健
闘

を
お
祈
り
し
ま
す
。

スポーツ 2



「
河
川
清
掃
作
業
実
施
」

私
達
の
ま

わ
り

に
は
、
豊

か
な

自
然

が
あ
る

と
自
慢
し

て

い
る
方

が
多

い
は
ず
で
す
。

で
も

、
そ

の

自
然
の
中
に
足

を
一
歩
踏
み
入

れ

て
よ

く
見
て
下

さ
い
。

昔

と
は
変

わ
っ
た
今
の
時
代

が
顔
を
出
し

ま

す
。

川
端
に
ナ
イ

ロ
ン
製

ゴ
ミ
袋

や

ジ
ュ
ー
ス
の
空
カ
ン
が
散
乱
し

、

果
て

は
、
自
転
車

、
テ

レ

ビ
、
冷

蔵
庫
、
洗
濯
機
ま
で

が
捨
て
ら
れ
、

文

明
の
廃
棄
物
処
理

場
と
化
し
て

い
ま
す
。

広
瀬
川
河
川
漁
業
協
同
組
合
（

組

合
長

、
川
崎
君
弘

、
組
合
員
四

十

七
名

）
は
、
こ
う
し

た
子

ど
も
達

も
遊

べ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た

広

瀬
川

に
な
ん
と
か
昔

の
清
流
を

と

り
戻
し

、
ふ
る
さ

と
の
川
と
し
て

い
つ
ま

で
も
心
に
残

る
よ
う

に
し

よ
う

と
以

前
か
ら
清
掃

を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
年

は
、
八
月

七
日

㈲
、
午
前

七
時
三
十

分
に
組
合
員

が
集
合
し
、

三

班
に
分

か
れ
て
高
根
部

落
か
ら

河
口
ま
で

約
四

キ

ロ
に

わ
た
っ
て

実
施
し
ま
し

た
。
写
真
は

、
河
口

付
近
の
川
の
真
中
に
流
れ
つ
い
た

木
の
根
っ
こ
を
と
り
除
く
作
業
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
一
番

多
い
の
は
、
ゴ
ミ
の
入
っ
た
ナ
イ

ロ
ン
製
の
袋
と
ジ
ュ
ー
ス
の
空
カ

ン
で
す
。

自
分
の
土
地
を
き
れ
い
に
す
る

だ
け
で
な
く
、
住
ん
で
い
る
環
境

に
も
気
を
配
り
、
豊
か
な
は
ず
の

自
然
が
不
快
な
感
じ
を
与
え
な
い

よ
う
一
人
一
人
が
ゴ
ミ
の
行
き
先

を
考
え
、
き
れ
い
な
川
で
の
燈
籠

流
し
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

川は泣いている

こ
と
し
こ
そ
は

き
れ
い
な
川
に
燈
籠
を
…
…

そ
ん
な
願
い
を
こ
め
て

広
瀬
川
河
川
漁
業
協
同
組
合

川
は
　
泣
い
て
い
る

3



二
十
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
さ
れ

る
（

タ
チ
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
二
十
歳
か
ら

は
、
い
ろ
い
ろ
な
権
利
と
義
務
が

発
生
し
ま
す
が
、
国
民
年
金
の
加

入
も
大
切
な
義
務
で
あ
り
、
権
利

で
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
二
十
歳
以

上
六
十
歳
未
満
の
人
は
、
学
生
な

ど
を
除
き
、
す
べ
て
の
人
が
強
制

加
入
者
と
さ
れ
、
国
民
共
通
の
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る
し
く
み
で

す
。国

民
年
金
の
加
入
者
は
、
第
一

号
被
保
険
者
、
第
二
号
被
保
険
者

及
び
第
三
号
被
保
険
者
の
三
種
類

に
区
分
さ
れ
ま
す
。

ま
ず
第
一
号
被
保
険
者
は
、
農

林
漁
業
や
自
営
業
の
方
な
ど
で
、

こ
れ
ら
の
方
は
、
役
場
に
届
け
出

が
必
要
で
す
。

つ
ぎ
に
第
二
号
被
保
険
者
は
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
な
ど
の
方

で
、
こ
れ
ら
の
方
は
、
職
場
単
位

の
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に

加
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民

年
金
に
加
人
し

た
こ

と
に
な
り
ま

す
の
で
、
手
続
き
は
い
り
ま
せ
ん
。

第
三
号
被

保
険
者
は

、
サ
ラ

リ

ー
マ
ン
の
被
扶

養
配

偶
者

、
い
わ

ゆ
る
専
業
主
婦

で
す

。
こ

の
方
は

市
町

村
役
場
に
届
け

出
て
確
認

を

受
け

る
こ
と

が
必
要

で
す
。

ま

た
、
二
十
歳
以
上

の
学
生

な

ど
は

、
保
険
料
の
負

担
等
の
関
係

で
強
制
加

入
に
は
な

っ
て
お
り
ま

せ
ん

が
任
意
加
入
す

る
こ
と

が
で

き
ま
す
。

国

民
年

金
は
、
世
代

と
世
代
の

助
け
合

い
の
制
度
と
し
て
大

切
な

役
割
り
を
果

た
し

て

い
ま
す
。

第
一
号
被

保
険
者
や
第
三
号

被

保
険
者
に
該
当
す

る

『
二

十
歳
の

あ

な
た
』

、
役
場

の
国
民
年
金

係

で
加
入
の
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

村

職
員
人
事
異

動
（

八
月

一
日

）

▼
税
務

課
長
（
農

林
水
産
課
課

長
補
佐

）
田
中

武
▼
農

林
水
産
課

主
査
（
税

務
課
主
査

）
浜

田
亮

わ
た
し
の
ア
イ
デ
ィ
ア

健
康
ク
ッ
キ
ン
グ

チーズのミノがくれ

●材料（５人分）

納豆四ト ノフ／あうびきウインナー２本

／チーズ30 g/ じゃがいも中劉固／小麦粉

大きに３／カレー粉小さじ１

〈
食

生

活

改

善

推

心

貝

〉

「

マ
マ
、
こ

れ
食

べ
て
よ
！
」

娘
の
由
香

が
い
つ
も
の
よ
う

に

《
チ

ー

ズ
カ
マ
ボ
コ
》

か
ら
チ

ー

ズ
を

ほ
じ

く
っ
て

、
残
っ
た

カ
マ

ボ
コ
だ
け

を
食

べ
て
い
る
の
で
す
。

そ
こ

で
、
余
っ

た
チ

ー
ズ

が
私

の
と
こ

ろ
へ
や
っ
て
来

て
、
最
初

の
掛
け
声

と
な
る
わ
け

で
す
。

あ
る
日

、
保
育
所

の
給
食
メ

ニ

ュ
ー
に

《
チ

ー

ズ
カ
マ
ボ
コ
》
と

あ
っ
た

の
で

「
チ

ー

ズ
カ
マ

ボ
コ

は
い
つ
も
食

べ
な

い
の
」

と
聞

い

て
み
た
ら

、
「
あ
れ
は
チ

ー
ズ
じ

ゃ
な
い
の

、
カ
マ

ボ
コ
な

の
」

と

い
う

答
え

が
返

っ
て
き
ま
し

た
。

そ
れ
で
は

、
味
よ

り
も
姿

が
嫌

な

の
か
な
、
チ

ー
ズ
を
か
く
し

て

し

ま
え

ば
ど
う
な

る
の
か
な

と
考

え

、
昧
も
に
お

い
も

似
て

い
る
納

豆

に
混

ぜ
て
み
る
事

に
し
ま
し

た
。

試

食
し

て

い
る
由

香
に
「
何
食

べ
て

る
の
」
と
聞
く

と
「
納
豆

の

天

ぷ
ら

、
す

ご
く

お
い
し

い
」
と

い
う
返

事
で
し

た
。
大
成
功

。

名
付
け

て

『
チ

ー

ズ
の
ミ

ノ

が
く

れ
』

で
す
。

●
つ

く
り
方

①

ウ
ィ
ン

ナ

ー
・
ソ

ー
セ

ー

ジ
と
チ

ー
ズ
は

、
納
豆
大
に

き
ざ
み
ま

ぜ
合

わ
せ
ま
す

。

②
じ
ゃ

が
い

も
は
マ
ッ

チ
棒

く
ら
い
に

廿
ん

切
り
に
し
水

巳

さ
ら
す
。
パ
リ
ッ

と
し
た

ら

ザ
ル
に

あ
け
、
水

を
切
り
、

巾
麦

粉
を
ま
ぶ

す
。

③
小
麦

粉
に
カ
レ

ー
粉
を
ま

せ
、
水
で

少
し
固
め

ご
と

く
。

①
を
ス

プ
ー
ン

で

す
く
い
③

に

く
ぐ
ら
せ
、
②

を
軽
く
お

さ
え

な
が
ら
く
っ
つ

け
、
油

で
揚
げ

る
。

由
香
に
チ
ー
ズ
を
食
べ
さ
せ
た
い
。

納
豆
と
い
っ
し
よ
に
食
べ
さ
せ
る
。

ヒ
ン
ト
は
似
た
に
お
い
。

民生 課 から

広　 報　 よ　 も　 ぎ　 た

中
　
川
　
菊
　

美
　
さ
ん

郷
　
沢
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長
科
チ
ー
ム
二
年
連
続
総
合
優
勝

七
月
三
十
一
日
、
日
曜
日
、
何

週
間
か
吹
き
荒
れ
た
ヤ
マ
セ
も
止

み
、
好
天
に
恵
ま
れ
て
、
第
三
十

回
村
民
体
育
祭
が
総
合
運
動
場
に

お
い
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。会

場
に
は
、
万
国
旗
の
他
、
大

漁
旗
も
飾
ら
れ
会
場
に
色
を
添
え

て
、
祭
り
を
盛
上
げ
ま
し
た
。

今
年
は
、
初
参
加
の
宮
本
地
区

も
加
わ
り
、
九
地
区
の
入
場
行
進

が
行
わ
れ
、
特
に
、
こ
の
行
進
で

目
を
引
い
た
の
は
宮
本
地
区
で
、

バ
ト
ン
ガ
ー
ル
を
先
頭
に
「
初
参

加
、
み
や
も
と
」
の
横
断
幕
、
片

手
に
は
「
み
や
も
と
」
と
書
い
た

ウ
チ
ワ
を
手
に
堂
々
の
入
場
で
し

た
。こ

の
ア
イ
デ
ア
を
凝
ら
し
た
入

場
行
進
で
、
交
通
安
全
協
会
長
賞

の
受
賞
で
す
。

今
年
か
ら
新
し
く
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
砲
丸
投
げ
を
取
入
れ
、
と
て

も
人
気
を
呼
び
ま
し
た
。

男
子
で
は
、
二
十
代
の
久
慈
秀

二
位
中
沢
チ
ー
ム
、
三
位
阿
弥
陀
川
チ
ー
ム

治
さ
ん
が
十
一
・
三
六
ｍ
．
女
子

で
は
二
十
代
の
久
慈
優
子
さ
ん
が

七
・
三
一
ｍ
を
投
げ
、
新
た
な
記

録
の
Ｉ
ペ
ー
ジ
を
作
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
前
に
行
わ
れ
た
ウ

ル
ト

ラ

ク

イ

ズ
に

は

誰

で

も

参

加

で
き
る
と
あ

っ
て
、
多
数

の
参

加

者

が
あ
り

、
○
×

で
出
題

さ
れ

る
問
題
に
頭
を

ひ
ね
り
な

が
ら
走

り

回
っ
て

い
ま
し

た
。

正

解

が
発
表

さ
れ
る

た
び
に
歓

声

と
落
胆
の

た
め
息

で
会
場

は
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

地
域
の
栄
誉

の
た
め
に

、
一
致

協
力
し

た
玉
入

れ
や
、
力

の
限
り

頑
張

っ
た
綱
引

き
、
子
供

か
ら
高

齢
者

ま
で
走
り
継

い
だ
部
落
対

抗

リ

レ
ー
、
顔
じ

ゅ
う

白

い
粉
で
笑

い
な
が
ら
走
っ

た
レ
ー

ス
な

ど
、

年

一
回
の
体
育

の
祭
典
に

ふ
さ
わ

し

い
一
日
で
し

た
。

成

績
は
、
長

科
千
Ｉ

ム
が
昨
年

に
続
い
て
二
年
連

続
総
合
優

勝
を

初
出
場
、
宮
本

入
場
行
進
で
受
賞

砲
丸
投
け
も
登
場

獲
得
。
過
去
に
阿
弥
陀
川
チ
ー
ム

の
三
年
連
続
と
い
う
記
録
が
あ
り

ま
す
が
、
果
た
し
て
来
年
の
優
勝

旗
の
行
く
え
は
’・

教育 委髑会 から5



出
稼
ぎ
に
大
き
な
安
心

事

故

見

舞

金

制

度

出
稼

労
働
者
お
よ

び
留

守
家
族

の
し
あ

わ
せ
の
た

め
に
、
県

と
市

町
村

が
つ
く
っ
た

、
出

稼
協
会
で

行
う
互

助
制
度
で
す
。

出
稼

ぎ
し

て

い
る
方

や
こ

れ
か

ら
出
稼

ぎ
し

よ
う

と
す

る
方
は

ど

な

た
で
も
加
入
で

き
ま

す
。

加
入
し
た
方
は
、
出
稼
中

い
つ
、

ど
こ
で
災

害
に
あ

っ
て

も
見
舞
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

広　報　よ　も　ぎ　た

一
ヵ
月
以
上
一

年
未
満
居
住
地

を
離

れ
て
就
労
し

、
就
労
後

、
居

住

地
に
帰
る
人

を
い
い
ま
す
。

（
県
内

外

の
就

労
を
問

い
ま

せ
ん

）

役
場
・
農
林
水
産
課
で
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
。

本
人
ま
た
は
、
代
理
人
で
も
で

き
ま
す
。

一
人
年
間
六
〇

〇
円

で
す
。

ほ
か
に
、
県

と
役
場

が
一
人

に

年
間
八
〇
〇
円
ず
つ
負
担
し
ま
す
。

見舞金早見表

種　類 事　故　・　災　害　の　程　度 給付額

死　　亡
見 舞 金

出稼中（出発から帰宅 まで）における死亡

ただし、一時帰省中の死亡を除 く
500,000円

傷　　 病

見 舞 金

出稼中における負傷

又は疾病 で休養療養

を要するもの

６月以上であ るもの 80,000円

３月以上６月未満であ

るもの
60,000円

｜月以上３月未満であ
るもの

50,000円

障　　 害

見 舞 金

出稼中における負傷又は疾病による障害で通
常の就労を不能とする程度のもの

200,000円

火　　災

見 舞 金

加入者の留守宅の火災による焼失( 半焼以上) 80,000円

加入者の出稼就労先宿舎の火災で加入者に著

しい損害を生じさせたもの
30,000円

※詳しくは役場農林水産課にお問い合わせ下さい。

安全 で明る い出稼ぎ
入って安心　心のゆとり

第
二
回
蓬
田
村
老
人
ス
ポ
ー
ツ

ー

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

が
、
七
月
二

十
日
（
水

）
総
合
運
動
場

に

お
い

て
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

大
会

は
、
ス

ポ
ー
ツ
部
門

と
、

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
部
門

の
二

つ
に
分

か

眈
熱

戦
を
く
り

広
げ
ま
し

た
。

’
か

つ

ぺ

い

’
さ

ん

が

や

っ
て

来

る

九
月
に
講
演
会

青
少
年
育

成
蓬
田
村

民
会
議

は

来

た
る
九
月
二

十
七
日

（
火

）
午

後
七
時

か
ら
、
蓬
田
村

農
業
者
ト

レ
ー

ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
に
お

い
て

講
演
会

を
開
催
し
ま
す

。

講
師
に
は
タ
レ
ン
ト
と
会
社
員
の

二

足
の
ワ
ラ

ジ
を
は

き
な

が
ら
、

人

気
上
昇
中

の
《
伊
奈

か
っ

ぺ
い
》

氏

を
迎
え
ま
す

。

入
場
は
無

料
で
す
。

ど
う

ぞ
お

出

か
け
く

だ
さ

い
。

農林水産課・民生課から

掛
金
は
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…

加
入
申
し
込
み
は
…
…
…

出
稼
ぎ
労
働
者
と
は
…
…
…

事
故
見
舞
金
制
度
と
は
…
…

…

村
老
人

ス
ポ
ー
ツ
大
会

パ
ワ

ー

爆

発

6

一

位
一
　
中
　
　
　
　
　
　
　

沢

二

位
　

郷
　
　
　
　
　
　

沢

三

位
　

長
　
　
　
　
　
　

科

◆
　
ス
ポ
ー
ツ
部
門

◆
　

ゲ

ー
ト

ボ

ー
ル
部

門

一
位
　
長
　
　
　
　
　
　

科

二
位
　
阿
　

弥
　

陀
　

川

三
位
　
中
　
　
　
　
　
　

沢



広　 報　 よ　 も　 ぎ　 た

産
量
は
約
百
五
ト

ン
だ
そ
う
で
す
。

一
キ

ロ
グ
ラ

ム
あ

た
り
八

十
円

か
ら
九
十
円
位

と
、
消

費
者
で
あ

る
私
達
に

は
と
て
も

考
え
ら
れ
な

い
よ
う

な
値
段

で
取
り
引

き
さ

れ

て

い
る
と
聞

き
ま
し

た
。

乳
牛
は
餌

を
与

え

る
回
数

が
多

く
、
午
前
四
時

半
か
ら

午
後
九
時

ま

で
一
日
に
五

回
与
え

る
た
め
、

人
間

の
昼
食

は
い
つ
も
三

時
過

ぎ

に
な

る
そ
う

で
す
。

悩
み

は
、
自
給
牧

草
の
外

に

ビ

ー
ト

パ
ル

プ
・

ヘ
イ

キ
ュ
ウ

ブ
等

を
必
要

と
し

、
餌
代

が
大
変
な

こ

と
で
す
。

し

か
し

、
彼
は
好

き
な
酪
農

の

た
め

い
ろ
ん
な
工
夫

を
こ
ら
し

て

い
ま
す
。

牛
舎

は
手
作
り
で

、
い
つ
も

音

楽

が
流

れ
て
い
ま
す
。

牛
は
音

楽

を
聞
く

と
、
良
質

の
ミ
ル
ク
を

た

く
さ
ん
出
し

て
く

れ
る
と
聞
き

ビ

ッ
ク
リ
し

ま
し

た
。

工

夫

は
こ
れ
に
止
ま

ら
ず
、
現

在
、
弟

の
圭

介
さ
ん

と
二

人
で

趣

味
と
実
益

を
兼
ね
た

ロ
グ

ー
キ

ャ

ビ
ン
（
丸

太
小
屋

）
造
り

に
夢
中

で
す
。

昭

和
五

十
九
年
に
営

林
署
か
ら

杉
丸
太

を
二

百
本
購
入
し

、
自
ら

の
設
計
で

ス
タ
ー
ト
し

ま
し

た
。

現
在

、
八

畳
の
も

の
一
棟

と
六

畳
二

間

の
も
の
一
棟

を
建
築
中
で

す

が
、

仕
事
の
合
間

に
作
業
を
す

る
の
で

、
な
か
な

か
は
か
ど
ら
な

い
そ
う
で
す
。

そ

れ
で

も
、
約
四
年

か
け
た
作

業
で
外
観

は
出
来
あ
か
っ
て
お
り
、

残
っ
た
内

装
二

割

も
来
年
に
は

終

了

す
る
そ
う

で
す
。

と
て
も
り

っ

ぱ
な

建
築
で
す
。

機
会

が
あ
り
ま
し

た
ら
一
度

ご

覧
に
な
っ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。

花
嫁
募
集
中

の
長
谷
川

拓
司

さ

ん
、
今
日

も
頑

張
る
。

み
～
つ
け
た
７

流 行 の無 人 販 売 所 が 、 国 道

沿 い に ２か 所 あ り ま す 。

?没置 者 力气　自･分 の 畑 か ら 野

菜 を 直 送 す る の で 新 鮮 で 安 い

と 好 評 で す 。

で も、 た ま に 代 金 の 不 足 し

て い る こ と も あ る そ う で す 。

忘 れ て い る 方 い ませ ん か ？

入
賞
お
め
で
と
う

津
軽
半
島
祭
児
童
絵
画
展

七
月
二

十
九
日

か
ら
三

十
一
日

ま
で

の
三

日
間
、
五
所

川
原
市
民

体
育
館

に
お
い
て
津
軽
半
島

祭

が

開
催

さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
祭
り
は
、
東
郡
（
五
町

村

）

西
郡
（
八
町

村

）
北
郡
（

六
町
村

）

と
五
所
川
原

市

が
参
加
し

て
、
津

軽
半
島

の
自
然
・
産
物

・
史
跡

・

名
勝
等

を
見

て
も
ら

お
う

と
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
祭
り

の
児
童
絵
画

展
に
蓬

田
小
学
校

か
ら
二

十
点

出
品
し

、

東

津
盛
伸
君
（
五

年
生

）
が
銀
賞
、

坂
本

孝
司
君
（
六

年
生

）
　・
小

野

真
一
君

（
一
年
生

）
　・
大
田
み

さ

お
さ
ん
（
二
年
生
）
が
佳
作
に
見

事
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

談話室

談話室

今
回
は

。
村
内
に
数
少

な
く
な

っ
て
し
ま
っ

た
酪
農
家
、
瀬
辺

地

開
拓
の
長
谷

川
拓
司
さ

ん
に
取
材

し

ま
し

た
。

現
在
、
乳

牛
（

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
）

を
三

十
頭
飼

育
し

て

お
り

ま
す
。

こ
の
内

、
乳

を
絞
る
こ

と
が
で

き
る
の
は
十
五

瑣
で
、
年
間

の
生

酪

農

に

か

け

る

№7　　　がんばる

長谷川　拓司さん　　　　瀬辺地
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広　報　よ　も　ぎ　た

県・村民税第２期・国民健康保険税第２期

納付期限です！

卓
球
教
室
開
催

目
指
せ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

毎
年
、
児
童
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
て
い
る
卓
球
教
室
が
、
今
年

も
、
七
月
二
十
五
日
か
ら
五
日
間

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
て
い
る
子
供
達
は
、
郷

沢
か
ら
高
根
ま
で
約
二
十
名
。

皆
、
元
気
い
っ
ぱ
い
練
習
に
精

を
出
し
て
い
ま
し
た
。

指
導
に
当
た
っ
て
い
る
村
体
育

協
会
卓
球
部
の
青
木
さ
ん
は
、
将

来
、
元
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
河

野
満
選
手
の
よ
う
に
な
れ
そ
う
な

人
が
三
名
い
て
、
と
て
も
楽
し
み

だ
そ
う
で
す
。

団

体

優

勝

ミ

ニ

バ

イ

ク
コ

ン

テ

ス
ト

七
月
二

十
三

日
（

土
）
第
四
回

蟹
田
地
区

ミ

ニ
バ
イ

ク
コ

ン
テ

ス

ト

大
会

が
、
蟹
田
警
察

署
駐
車
場

に
お

い
て

、
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

こ

の
大

会
は
、
毎

年
、
ミ

ニ

バ

イ
ク

の
よ

る
交
通

事
故

が
多
発
し

て
い
る
た
め
に
、
蟹
田
警
察
署
管
内

五

町
村

を
対
象
に

、
蟹
田

地
区

交

通

安

全

協

会

が
主

催

、

実
施

し

て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
も
、
わ
が
蓬
田
村
交
通
安

全
母
の
会
か
ら
四
名
の
選
手
が
参

加
し
て
、
見
事
、
団
体
の
部
で
優

勝
し
ま
し
た
。

個
人
の
部
で
も
、
柿
崎
は
る
よ

さ
ん
が
三
位
に
入
賞
し
、
日
頃
の

成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

戸籍の窓口・行事予定 8

８月３１日は

瓲

ｒ
ｘ

定予事衍月９

４一３４４５５６７０１ｎ
／`

１３１４１８１９１１２り
乙
り
乙

６２７ｎ
乙

８２
日

ゝ

青
森
県
青
年
大
会（
東
北
町
）

牧

場

祭

子
ど
も
会
廃
品
回
収

陶
芸
教
室（

夜
）

秋
の
大
掃
除
検
査（
中
沢
～
宮
本

）

″
　
　
　（
郷
沢
上
咼
根
）

陶
芸
教
室（
昼
）

防
犯
弁
論
大
会
（
蓬
中
）

陶
芸
教
室（

夜
）

献
　
　

血（

役
場
前
）

陶
芸
教
室（
昼
）

村
民
一
日
登
山

陶
芸
教
室（

夜
）

″
　
（

昼
）

学
校
参
観
日

陶
芸
教
室（

夜
）

講
演
会
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

陶
芸
教
室（

昼
）

¨
　
行
　
　
　
　

事

青
　
年
　
会

農
林
水
産
課

子

ど

も

会

中
央
公
民
館

民
　
生
　
課

中
央
公
民
館

蟹
田
警
察
署

中
央
公
民
館

民
　
生
　
課

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

蓬
田
小
学
校

中
央
公
民
館

村

民

会

議

中
央
公
民
館

担

当

九
月

号
か
ら

、
け

っ

ぱ

る
蓬

田
人

「
ふ
る
さ
と
は

遠

く
に
あ
り
て

」
と

い
う

コ
ー
ナ
ー

を
ス
タ
ー
ト

さ

せ
ま
す
。

こ

の
コ

ー
ナ

ー
は

、
ふ

る
さ

と
蓬

田
村
を
離

れ
、

海
外

、
県

外
で
活
躍
し

て

い
る
方

を
紹
介
し
ま
す
。

家

族
・
親

戚

・
隣
近
所

に

お
り

ま
し
た
ら

ご
連
絡

下

さ
い
。
　
　
　
　
（
先

）

編
集
後
記

田中　権助（広　 瀬　88 歳）

坂本　 惣吉（中　沢　83 歳）

久慈　 チカ（瀬辺地　57 歳）

おくやみ申し上げます

稲葉　 夕菜（　 貢　　 二女）

坂本　拓祐（佐兵衛　二男）

福井香緒里（武　秀　長女）

越田　剛生（秀　彦　 長男）

お誕生おめでとうございま寸

7月受付分

戸籍の

窓　囗

人 口 と 世 帯 数

(７月31日現在)

総人口　　4,248 人

男　　　2,055 人

女　　　2,193 人

世帯数　　1,043 世帯
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